
2020年度春期講習予定 
 

授業日程一覧表 春期講習の期間は 3/22(日)～4/2（金）です。 

月 →                       3 月    4 月 

日 → 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 

↓時間帯↓ 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

朝 8:30-11:30 大学受験現代文・小論文 基本 

（全 7 回 前半 4 回） 

６年国語（全 8 回）  

 

 通 

 常 

 授 

 業 

 開 

 始 

 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 

午後 2:00-5:00 大学受験古文 初歩 

（全 4 回） 

５年国語 

（全 8 回） 

 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 

夜 6:00-9:00 時事問題特別授業(6 年生対象) 

1 日 1 問題 しっかり学び定着! 

中学国語 

（全 5 回） 

大学受験現代文小論文 

基本（全 7 回 後半 3 回） 

 

＊宿題は一切ありません。その場ですべてをマスターする集中学習法！ ただし、復習を勧めます。「わかった」と思うだけではだめです。 

確実に身につけることが必要です。身につける努力ができるかどうかが、できる者とできない者とを分けます。 

できない者ができる者に追いつくには、復習で追いつき追いぬくことが必要です。復習で勝つ！ それを積み重ねる！ 

 

１ 授業の取り方   

 各授業とも１回（日）ごとに完結する授業をするため、1 回(日)ずつバラバラに組み合わせてとることができます。 

１回以上、何回でも(例 4 回・9 回・13 回)受講できます。例=時事問題 3/22~24、6 年国語 3/26,28,30・ 4/1（計 8 回）  

 

２ 授業料 全授業に共通です。 

① 5 回(日)まで＝6000 円×受講回数 

② 6 回(日)以上 3 万円＋4000 円×(受講回数－5 回) 

③ 兄弟姉妹の回数は通算します。(例 姉６回+弟 5 回＝11 回分の授業料)  

 

３ お申し込み方法   

＊口頭によるお申し込みはお受けしかねます。 

＊申し込みフォームあるいはメールによる電子的な方法に限らせていただきます。 

① ホームページ(http://www.s-kokugo.com)の申し込みフォームからお申し込みになることができます。（外部生用・内部生用） 

② 内部生の方は、通常のパソコンメール・携帯メールでお申し込みになることができます。 

③ 2 月 18 日(火)正午よりお申し込みを受け付けます。内部生・外部生を問わず先着順に受け付け、定員になり次第締め切ります。 

⑤ ある授業を申し込んだ後に、回数を増やす、他の授業を申し込む、などの追加的申し込みができます。 

3 月 19 日(木曜日)午後 3 時(授業料振り込み期限)まではキャンセル可能です。それ以降のキャンセル・返金はお受けできません。 

3 月 19 日午後 3 時以前キャンセルにつき返金が必要な場合には手数料として 500 円を引かせていただきます。 

⑥ 講習内での授業日の振替は席がある限り可能です。 

 

４ 振り込み方法 

  お振込先 申し込まれた方に個別に通知いたします。 

お振込み期限 3 月 19 日（木曜日）午後 3 時 ←４回以上おとりになる場合、この期限内のお振込みは 500 円の割引を致します。 

授業料より 500 円をお引きの上、お振込み下さい。 

お引きにならない場合には放棄したものとみなさせていただきます。 

お振込み手数料はご負担願います。 

 

 

                                                                                     2020 年 2 月中旬 鈴木国語研究所 ℡03-6278-9648 

                                                       間違い、疑問点などがありましたら、ご指摘ください。 

http://www.s-kokugo.com/


 

５ 授業内容  

＊宿題は一切ありません。その場ですべてをマスターする集中学習法！ ただし、復習は勧めます。自発的にやってください。 

＊１回ずつすべて授業内容が異なります。 

 ＊大学受験現代文・小論文は、前半 4 回+後半 3 回＝全 7 回です。 

科目 日程・時間帯 内容 

６年国語 
 

3 月 26 日～4 月 2 日（8 回） 

am8:30-11:30 

授業内容はすべて異なります。 

①説明的文章と文学的文章をバランスよく配置。記述方式の分析問題により読解。 

 選択問題練習もやります。 

②簡単な説明文を読解分析→要約  

③入試レベルの漢字  

時事問題 

特別授業 

6 年生対象。 

但し、中高生も 2

名程度受講可能 

3 月 22 日～25 日（4 回） 

pm6:00-9:00 

授業内容はすべて異なります。 

原則として 1 日 1 問題につき、しっかりと学び、しっかりと定着を図りたい。 

小論文・選択・図表の読み方などすべてに対応します。高度だけれど、ものすごくわかりやすい！ 

22 日 民主主義と選挙制度・選挙の原則・1 票の格差の問題 

23 日 地球温暖化・プラスチックごみによる海洋汚染 

24 日 国の予算と財政赤字、消費税などの税金 

25 日 憲法の改正と国民投票法・地方自治 

時間が余れば、適宜他の問題（食料自給率・領土問題・世界の情勢など）もやります。 

５年国語 

全 8 回 

 

3 月 26 日～4 月 2 日（8 回） 

pm2:00-5:00  

授業内容はすべて異なります。 

①説明的文章と文学的文章をバランスよく配置。記述方式の分析問題により読解 

 選択問題練習もやります。 

②簡単な説明文を読解分析→要約  

③5 年生レベル漢字 

＊新 5 年生が理解できるものを丁寧に分かりやすく教えます。 

中学国語 

全 5 回 

 

3 月 26 日～30 日（5 回） 

 pm6:00-9:00 

授業内容はすべて異なります。 

①論説的文章と文学的文章をバランスよく配置。記述方式の分析問題により読解。 

 選択問題練習もやります。 

②簡単な説明文を読解分析→要約    

③中学生レベル漢字  

 

大学受験 

現代文小論 

全 7 回 

 

3 月 22 日～25 日（前半 4 回） 

am8:30-11:30 

3 月 31～4 月 2 日（後半 3 回） 

pm6:00-9:00 

授業内容はすべて異なります。 

①現代的テーマの比較的平易な論説文を、記述方式の分析問題を解くことにより、徹底的に分析・

理解する。その上で小論文(要約･自分の意見)を作成する。この論理的な分析と総合のトレーニング

を繰り返すことにより、日本語を道具とする論理力を鍛える。同時に現代世界に対する認識を深め

読解・小論文の基盤を作る。 

②大学入試レベル漢字。 

 

大学受験 

古文 初歩 

全 4 回 

3 月 22 日～25 日（4 回） 

pm2:00-5:00 

授業内容はすべて異なります。 

①比較的平易な古文を用い、力をつけるにはどのように勉強すべきかの手ほどきをする。 

②徹底的な文法分解による読解→その結果を即ﾏｽﾀｰ→テストにより即確認･定着化、という三段階

の方法で、精密な読解技術を能率的に習得する方法をトレーニングする。 

 

＊ 特に小学生の授業に関して、「どの日に物語文をやるのですか？」というような質問がなされます。しかし、この種の質問はなさるべき

ではありません。物語文を数回やれば物語文が強くなり、説明文を数回やれば説明文が強くなるというわけではありません。読解力は、

多様な文章を、できる限り多く精読して獲得されるところの総合的な力だからです。  

 

＊ 「語彙が乏しいので文章が読めません」という嘆きをよく聞きます。語彙とは、基本的には文脈推理力であり、文脈推理力によって語

句の意味を確定していく思考力の問題です。したがって、中高生が「apple=りんご」と覚えるような単純な知識の問題ではありません。

文脈推理力は、文章の精密な論理的読解のトレーニングによって培われるものです。辞書を引くとしても、その言葉がどういう意味で

その文章の中で使われているかをさらに確定していかなければならないのです。この作業は結果として当然語彙を増やします。その語

彙はその人に深く根差すものとなります。  

 

＊ 特に大学受験に関して、「小論文の書き方を教えてくれますか？」という質問がなされます。  

  これに対しては、小論文なんて簡単だ、「結論←その理由①……、②……、③……、」と書けばよい、という人がいます。  

しかし、このように書こうとしても「理由①……、②……、③……、」の部分に何を書けばよいのかわからない人が多いはずです。  

  小論文を書くということは、形式の問題ではなく、内容の問題であるということです。その内容を考えられるようにするには、多様な

文章の精読を積み重ねることを通して、帰納的に、知識、物の見方、思考方法を習得しておくことが必要です。故に、小論文を書くた

めには、多様な文章のそれぞれについて、まず精密な論理的読解とその正確な要約をして、文章の内容を自分のものにしてしまうくら

いに学ぶことが必要です。次に筆者の論と切り結ぶ形で自分の考えをまとめる練習することが必要です。（さらに言えば、このような作

業を楽しいと思えることも必要です。）安易な「楽のできるうまい方法（マニュアル）」を求める人は、そもそも大学で勉強することに

向かない人です。 


